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段 評価規準 学習内容 ルーブリックの構成原理
階 言説の脱構築論 歴史の脱構築論











て、「貨幣」につ に結びつく価値観方について意見できて 貨幣の新しい 目的 労働の価値化
いて主体的に述べ を主体的に構築すいる。 使用法 ①自由競争に ③管理・調
る。 る。◎お金は他者との関係 基づく 整に基づく
（コミュニケーションや 目的 ②④国 価値観（１） 価値観
関わり）を創ることが 富の 家が使 国力を増大さ （２）国力








○私が「貨幣」を言 ○私が貨幣に関する４ ○私たちが使用するお金 ○貨幣の使用には、政府・国家による価値観
説として捉え直 歴史的記述に結びには国家の目的や価値 （１）国力を増大させたいや価値観（２）
し、結びつく歴史 つく教科書執筆者観が結びついているこ 国力を維持したい、が結びついている。
的指導者などの他 などの他者の価値とを自覚できた。 貨幣の使用法 目的 労働の価値化
者の価値観に影響 観に影響を受ける①自由競争に ③管理・調
を受けることを自 ことを自覚する。基づく 整に基づく
覚する。目的 ②④国 価値観（１） 価値観
富の 家が使 国力を増大さ （２）
象徴 用する せたい 国力を維持
したい
・「ポンド金貨」 ・ポンド金貨につい３ ・お金は誰かの価値観が ・国力を増大させたいイギリス政府（国家）
を言説として捉え ての歴史的記述に結びついて使用されて の意図












































































































































































































展 主要発問 資料 主要な学習内容
開 上位発問 下位発問 下位知識 上位知識
事前アンケート・自己評価シート
小 ◎私達に ・私達はどのように働 １生涯賃 ○より多くのお金を得るように働いているの
単 とっ いていると思うか。 金 ではないか。
元 て、貨 ・お金にはもともとど シミレー ・交換機能が中心であり、価値尺度や価値保存の
１ 幣とは のような働きがある ション 機能がある。









小 ○私達が ・１９世紀イギリスの ・大量の金貨を保有したイギリスはポンド金貨を ○貨幣の使用
単 働いて 自由貿易政策の下 発行した。 には、政
元 獲得す で、イギリスはどの シミレーション２ 府・国家に
２ る貨幣 ような貨幣を発行し ①クラスを４人１０班に分け、綿織物工場４ よる価値観
にはど たのか。 つ、農家４つ、貿易商（原綿・肥料）２つに （１）国力
二 のよう ・ポンド金貨の使用 シミレ 分ける。 を増大させ
時 な働き で、イギリスの人々 ーショ ②教師はイングランド銀行となり、国富であっ たいや価値
限 が結び はどのような労働に ン２ た金５００に基づく金貨５００を流通させる 観（２）国
ついて 従事することになっ 金本位制度を形成すると宣言。金貨１枚を綿 力を維持し
いるの たのか、体験してみ 織物１枚と、また、食糧２キロで交換するこ たい、が結
































































































































のか。トゥールミン 目的 ②④国 価値観（１） 価値観（２）
図式を利用して、表 富の象 家が使 国力を増大さ 国力を維持し
を完成させよう。 徴 用する せたい たい
意見アンケート・自己評価シートの実施
◎私たち ・私達は貨幣の使い方 ２地域通 ◎事後アンケ
は貨幣 を変えて、歴史的価 貨の事 シミレーション４ ート・自己評
をどの 値観が結びつかない 例 ①各個人で役割分担カードで担当した人物にな 価アンケート
ように 働きを結びつけられ シミレー って、やりたいこととやって欲しいことを書 で答える。
使用す るのか。地域通貨の ション４ き出す。
小 ること シミレーションを体 ②各班でやりたいこととやって欲しいことをま























れまでの価値観と異 貨幣の使用 目的 労働の価値化
なるものである。表 ①自由競争に ③⑤管理・調
をまとめてみよう。 基づく 整に基づく
目的 ②④国 価値観（１） 価値観（２）
富の象 家が使 国力を増大さ 国力を維持し











































































































研究』第 61 号、2004 年、pp.21 － 30。）がある。
６）西岡加奈恵編『逆向き設計で確かな学力を保障
する』明治図書、2008 年。
７）前掲６）p.14。
８）貨幣を言説として扱うために、佐藤慶幸『生活
世界と対話の理論』文眞堂、1991 年、などを参考
にした。学習内容の開発では、主に内山節『貨幣
の思想史』新潮社、1997 年、を参考にした。
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